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品川区立上大崎特別養護老人ホームおよび品川区立東五反田地域密着型
多機能ホーム指定管理者候補者の選定について

１．趣旨
品川区福祉部が所管する公の施設について、令和９年４月または令和９年５月をもって指定管理期間が満了となるため、新たな指定管理期間における指定管理者候補者の選定を行う。

２．指定期間満了を迎える施設の名称、所在地、指定期間等
（１）名称　　　　　　①品川区立上大崎特別養護老人ホーム
　　　　　　　　　　　②品川区立東五反田地域密着型多機能ホーム
（２）所在地	　　　　①上大崎三丁目１０番７号
　　　　　　　　　　　②東五反田四丁目１１番１６号
（３）現指定管理者　　①社会福祉法人愛生福祉会
　　　　　　　　　　　②社会福祉法人新生寿会
（４）現指定管理期間　①令和４年６月１日～令和９年５月３１日（５年間）
　　　　　　　　　　　②令和４年５月１日～令和９年４月３０日（５年間）
（５）新指定管理期間　①令和９年６月１日～令和１４年５月３１日（５年間）
　　　　　　　　　　　②令和９年５月１日～令和１４年４月３０日（５年間）

３．指定管理者候補者の選定
（１）選定方法
　　公募によらず特定の事業者を選定する。
※施設の設置目的や事業内容などに特別な理由がある場合は、公募によらず特定の事業者を選定することができるものとする「品川区指定管理者制度活用に係る基本方針」の規定に基づき、現行の指定管理者を福祉部公の施設の指定管理者候補者選定予備委員会（以下「予備委員会」という。）および指定管理者候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）における指定管理者候補者として特定して選定する。

（２）選定委員会および予備委員会の設置
　　　候補者の選定にあたっては、選定委員会を設置する。
なお、選定にかかる審議事項等を第一次に審議する機関として、予備委員会を設置し、
　　予備委員会はその審議結果を選定委員会に報告する。
　　　選定委員会は、有識者委員を加え、予備委員会の審議結果を踏まえて総合的に審議・
評価し、指定管理者候補者を選定する。


（３）選定基準
指定管理者の選定にあたっては、次に掲げる事項を選定基準とする。
・利用者の平等な利用およびサービスの向上を図るものであること。
・公の施設の適切な維持および管理ならびに管理に係る経費の縮減を図るものであること。
・公の施設の管理を安定して行う物的能力および人的能力を有しているものであること。
・公の施設の設置目的を達成するために十分な能力を有していること。

４．指定管理者が行う業務
【上大崎特別養護老人ホーム】
品川区立特別養護老人ホーム条例第８条に規定する次の業務。
（１）同条例第３条に規定する介護福祉施設サービスおよび短期入所生活介護の提供に関すること。
（２）施設および設備の維持および修繕に関すること。
（３）施設および設備の使用に関すること。
（４）利用料金の徴収に関すること。
【東五反田地域密着型多機能ホーム】
　「品川区立地域密着型多機能ホームおよび品川区立認知症高齢者グループホーム条例」第９条に規定する次の業務。
（1） 同条例第３条に規定する以下のサービスの提供に関すること。
①小規模多機能型居宅介護および介護予防小規模多機能型居宅介護
②認知症対応型共同生活介護および介護予防認知症対応型共同生活介護
（２）施設および設備の維持および修繕に関すること。
（３）施設および設備の使用に関すること。
（４）利用料金の徴収に関すること。

５．今後の予定
　令和８年　６・７月　指定管理者候補者選定予備委員会および選定委員会開催
[bookmark: _Hlk211422110]９月　区議会定例会にて指定管理者の指定議案提出、議決
　令和９年　　　４月　指定管理業務の協定締結（東五反田）
　　　　　　　　５月　指定管理業務開始（東五反田）
５月　指定管理業務の協定締結（上大崎）
６月　指定管理業務開始（上大崎）
